
通級指導教室「あおぞら」
～通級指導教室での取組と目指す支援について～

北本市立栄小学校

通級指導教室「あおぞら」

指導担当 岩渕 拓也



本日の流れ

１ 通級指導教室「あおぞら」での取組について

・通級指導教室とは

・「あおぞら」での取組⇒具体的にどんなことをしているの？

・実態把握のために⇒何のために？何をしているの？

２ 目指す支援について

・連携の必要性

・それぞれに合った支援

３ 本日のまとめ





１ 通級指導教室「あおぞら」での取組について

・通級指導教室とは



・通級指導教室とは

通級による指導とは
 小・中学校の通常学級に在籍し、大半の授業を通常の学級で受け
つつ、障害による学習上・生活上の困難を主体的に改善・克服す
るために受ける特別の指導（「自立活動」の指導）

 週１～８単位時間が標準
 個別指導が原則、必要に応じてグループ指導を取り入れる、個別
の指導計画に基づいて指導する。

 言語障害、自閉症、情緒障害、弱視、学習障害（ＬＤ）、注意欠
陥多動性障害（ＡＤＨＤ）、肢体不自由、病弱・身体虚弱など

文字通り「通級による指導」を行っています。



・通級指導教室とは

通級による指導とは
①児童生徒が在籍する学校において指導を受ける
⇒自校通級

②他の学校に通級し、指導を受ける
⇒他校通級
③通級による指導の担当教師が該当する児童生徒のいる学校に赴き、
し又は複数の学校を巡回して指導を行う
⇒巡回通級

個に応じた指導を行っていきます

在籍学級の担任と連携協力しながら、計画的な指導を行う必要がある



・通級指導教室とは

通級による指導の時間は

 障害による学習上又は生活上の困難の改善・克服を目的とした、

特別支援学校学習指導要領に示されている指導領域です。

 指導の内容は、６区分２７項目に分類・整理されています。

 例えば、自閉症の児童においては、社会性に対する指導を自立活

動の時間において行う場合があります。

自立活動の時間です

自立活動とは



・通級指導教室とは

自立活動の６区分２７項目とは

１ 健康の保持 ①～⑤

２ 心理的な安定 ①～③

３ 人間関係の形成 ①～④

４ 環境の把握 ①～⑤

５ 身体の動き ①～⑤

６ コミュニケーション ①～⑤



・通級指導教室とは

通級による指導の対象は

言語障害、自閉症、情緒障害、弱視、難聴、ＬＤ、ＡＤＨＤ、肢体
不自由、病弱及び身体虚弱の児童生徒であり
通常の学級での学習におおむね参加でき一部特別な指導を必要とす
る程度のものになります
⇒北本市においては
特定のものに強いこだわりをもつ
対人関係や集団への適応が難しい
話す、聞く、読む、書く、計算する又は推論する力のうち、特定の能力の
習得と使用に著しい困難をもつ・・・など
とされています。

「北本市通級指導教室あおぞら／わかば／きぼう」資料より



・通級指導教室とは

知的障害のある児童生徒については

知的障害のある児童生徒については、その特徴や学習上の特性を踏まえ、
ほとんどの時間、通常の学級で通常の授業を受けながら指導をするとい
う教育形態（通級による指導）はなじまないと考えられます。

※知的障害のある児童生徒の学習上の特性等
・学習によって得た知識や技能が断片的になりやすい。
・実際の生活の場で応用されにくい。
・実際的具体的な指導が必要である。

文部科学省資料より



・通級指導教室とは
埼玉県の通級指導教室数と在籍数

在籍児童生徒数は増加傾向
知的障害特別支援学校のピークは
⇒令和８年
知的障害特別支援学級のピークは
⇒令和９年
通級指導教室のピークは
⇒？

埼玉県教育委員会「令和元年度埼玉県の特別支援教育」より

埼玉県教育委員会「令和元年度埼玉県の特別支援教育」より



・通級指導教室とは

多様なニーズに対応するために



・通級指導教室とは

多様なニーズに対応するために

在籍学級との協力・連携が不可欠であると考えます

北本市教育委員会「令和２年度北本市教育行政の重点施策指導の重点・努力点」より



３点確保 ⇒ 安定と前進



１ 通級指導教室「あおぞら」での取組について

・「あおぞら」での取組



・「あおぞら」での取組

通級指導教室「あおぞら」は

◎「あおぞら」は、「発達障害・情緒障害通級指導教室」です。

◎今年度の在籍数は、１５名です。

◎他校からの通級（他校通級）が１４名、自校通級が１名です。
◎それぞれの課題の克服と共に、児童と保護者が「安心できる・リ
ラックスできる」とこを目指しています。



・「あおぞら」での取組

教室の様子①



・「あおぞら」での取組

教室の様子②



・「あおぞら」での取組

教室の様子③



・「あおぞら」での取組

教室の様子④



・「あおぞら」での取組

活動の流れ 体を動かして、リラックスしなが
ら活動の準備をします。

最近の出来事について話します。
５Ｗ１Ｈを意識しながら、記憶に
あることを分かりやすく伝える練
習します。

迷路やなぞなぞ等、１人で集中
して取組める課題を行います。各
教科の補充指導なども行います。

その日の学習を振り返ります。
頑張りを肯定的に捉え、自信をつ
けられるようにします。





・「あおぞら」での取組

教材・教具①



・「あおぞら」での取組

教材・教具②



・「あおぞら」での取組

目に見える問題行動
（ふざける・逃げる等）

目に見えないつまずき
本人の特性
環境・状況 等

国立リハビリテーションセンターwww.rehab.jp/ddis_pdf/179b.pdf
「５【演習】行動の背景と捉え方」資料より

https://4.bp.blogspot.com/-2dIFvBcmKP8/VJ6XIWqvN_I/AAAAAAAAqF0/k8luQhiBeMo/s800/pop_chumoku.png
https://4.bp.blogspot.com/-2dIFvBcmKP8/VJ6XIWqvN_I/AAAAAAAAqF0/k8luQhiBeMo/s800/pop_chumoku.png
https://2.bp.blogspot.com/-28G9R5qtOmw/WUJG0ia6itI/AAAAAAABE0I/k6Sh2Zaj1o0rTtdwTJEaH4pdvcK1tANZQCLcBGAs/s800/komatta_man2.png
https://2.bp.blogspot.com/-28G9R5qtOmw/WUJG0ia6itI/AAAAAAABE0I/k6Sh2Zaj1o0rTtdwTJEaH4pdvcK1tANZQCLcBGAs/s800/komatta_man2.png
http://www.rehab.jp/ddis_pdf/179b.pdf


・「あおぞら」での取組

「文字が読めない子」ではなく

「極端に遅いし、よく読み間違える子」

ディスレクシア



・「あおぞら」での取組

（株）中尾清月堂広告より



・「あおぞら」での取組

実態把握が必要

小枝達也 関あゆみ著「Ｔ式ひらがな音読支援の理論と実践～ディスレクシアから読みの苦手な子まで～」
日本医事出版Ｐ１５資料より



道標が必要



・実態把握の取組

アセスメントとは
ある事象を客観的に評価・査定すること

心理アセスメント
◎子供の特定の能力や性格等を測定する
◎問題解決への糸口とする（目的が明確）

問題・課題
気がかり

対処法を考える
実践

指導・支援

知りたい
ことがある アセスメント

改善 前進 成長



・実態把握の取組

アセスメントの方法

①行動観察
◎認知・学習・学力
◎生活スキル
◎対人関係
◎性格・情緒

②聞き取り・調査
◎医師の診断結果
◎生育・既往歴
◎家庭環境について

③諸検査
◎乳幼児発達検査
「遠城寺式」「津守式」「新版Ｋ式」

◎個別式知能検査
「ＷＩＳＣ－Ⅳ」「Ｋ－ＡＢＣⅡ」「ＤＮ－ＣＡＳ］

◎性格・人格に関する検査
◎行動・社会性に関する検査
◎知覚・感覚に関する検査



・実態把握の取組

アンケートシート



・実態把握の取組

アセスメントテスト

このテストは、お子さんの「力の状態を確かめる（アセスメント）」ためのも
のです。３つのテストの正答数やかかった時間などから判断します。
日々取り組んでいく課題は、簡単すぎても難しすぎても「やる気」が持続しま
せん。
そこで、このテストの結果を基に、今のお子さんの状態に合った課題を行える
ようにします。

「３つの力」をみとるアセスメントテストについて



・実態把握の取組

アセスメントテスト
確かめられる「３つの力」

坂本條樹 著「基礎脳力アップパズル発達障害のある子の認知機能を高めよう」学研プラスより



・実態把握の取組

アセスメントテスト



・実態把握の取組

アセスメントテストＡ



・実態把握の取組

アセスメントテストＣ



・実態把握の取組

アセスメントテストＷ



・実態把握の取組

フィードバック

強みが分かる

弱みが分かる

伸びが実感できる

客観性を保てる

誰にでもできる



あそこまで行けば・・・



・実地把握に基づく計画



・実態把握に基づく計画

教育支援プランＡ（個別の教育支援計画）

教育支援プランＢ（個別の指導計画）

「通級による指導」
について記入する。

本人・保護者、担任とも相談
しながら目標を考え、支援内
容・方法を立案し、評価する。

→ＰＤＣＡサイクル



達成感 ⇒ モチベーション



２ 目指す支援について

・連携の必要性



・連携の必要性



・連携の必要性



・連携の必要性



・それぞれに合った支援



・それぞれに合った支援



・それぞれに合った支援



・それぞれに合った支援



使えるものは使う、その分・・・



３ 本日のまとめ



１ 通級指導教室「あおぞら」での取組について

「通級による指導」を行っています

個に応じた指導を行っています

在籍学級との協力・連携が不可欠であると考えます

キーワード 「自立活動」

キーワード 「実態把握（アセスメント）」

キーワード 「共生社会の形成」



２ 目指す支援について

専門性を生かした支援

それぞれの強みを生かした支援

計画的な支援

キーワード 「他機関連携」

キーワード 「役割の明確化」

キーワード 「目的意識の共有」



ご静聴ありがとうございました。


